
品 名：01_90003_148190_003_02_アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年 2 回決算型 愛称：アジアンストリート_660919.docx 

日 時：2017/2/20 18:17:00 

ページ：1 

 

 

 

 
運用報告書（全体版） 

アジアリート戦略オープン 
（為替ヘッジあり）年２回決算型
 

愛称：アジアンストリート 

 
 

第３期（決算日：2017年１月13日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「アジアリート戦略オープン（為

替ヘッジあり）年２回決算型」は、去る１月13日に第

３期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況を

ご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  

信 託 期 間 2025年７月14日まで（2015年８月21日設定） 

運 用 方 針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカ
ムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主 要 運 用 対 象 

ア ジ ア リ ー ト 
戦 略 オ ー プ ン 
(為替ヘッジあり) 
年 ２ 回 決 算 型 

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＪＰＹクラス）受益証券およびマネー・
プール マザーファンド受益証券 

アジア・リート・ 
マ ス タ ー ・ 
フ ァ ン ド 
(ＪＰＹクラス) 

シンガポール・ドルや香港ドルなど複数
の通貨建の日本を除くアジア諸国・地域
の金融商品取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している不動産投資信
託（リート）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運 用 方 法 

・日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
（これに準ずるものを含みます。）している不動産投
資信託（リート）等に投資を行い、安定したインカム
ゲインの確保と値上がり益の獲得を目指します。 

・シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不
動産投資信託（リート）等に投資を行い（以下、不動
産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資産通貨」
ということがあります。）、保有する原資産通貨につい
て、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減をはかります。 

主 な 組 入 制 限 

・投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投
資割合には制限を設けません。 

・１発行体等あたりの当ファンドの純資産総額に対す
る比率は、原則として、25％以内とします。 

分 配 方 針 

毎年１月13日および７月13日（休業日の場合は翌営業
日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額
10,000円（10,000口当たり）を超えている場合には、当
該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全
額分配を行います。（資金動向や市況動向等により変更
する場合があります。）分配対象額の範囲は、経費控除
後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等
を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配対
象収益が少額の場合には分配を行わない場合もあります。）

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆当ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は

信用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設け
ており、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超え
る可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が
高いものを、特化型としています。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり
の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

◆当ファンドは、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上
場している不動産投資信託（リート）等に実質的に投資します。当
ファンドの投資対象には支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄
への投資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経
営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生すること
があります。 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2015年８月21日 10,000 － － － － － 100

１期(2016年１月13日) 9,850 0 △ 1.5 0.0 － 92.8 107

２期(2016年７月13日) 10,000 1,368 15.4 0.0 － 95.0 48

３期(2017年１月13日) 9,542 0 △ 4.6 － － 99.0 239
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年７月13日 10,000 － 0.0 － 95.0

７月末 10,129 1.3 0.0 － 99.0

８月末 10,076 0.8 0.0 － 71.0

９月末 10,169 1.7 － － 99.0

10月末 9,840 △1.6 － － 99.0

11月末 9,421 △5.8 － － 99.0

12月末 9,156 △8.4 － － 95.7

(期  末)   

2017年１月13日 9,542 △4.6 － － 99.0
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注）騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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基準価額等の推移

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第３期：2016/７/14～2017/１/13）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ4.6％の下落となりました。

第３期首：10,000円
第３期末： 9,542円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： －4.6％

基準価額の主な変動要因

下落要因
・香港やシンガポールのリートの価格下落などが、基準価額のマイナスに
作用しました。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

◎アジア・リート市況
・アジア・リート市場は期首から2016年
９月下旬にかけては、主要先進国の中
央銀行による緩和的な金融政策への期
待感に加え、低金利環境を受けた資金
調達の改善や利回り資産を求める動き
などを背景に上昇しました。

・９月下旬から11月中旬にかけては、利
回り資産に対する買い需要が一服した
ことに加え、米国の大統領選挙でトラ
ンプ氏が勝利し、同氏が掲げる財政支
出拡大の思惑を背景に世界的に長期金
利が上昇したことなどが嫌気され、下
落しました。

・11月中旬から12月上旬にかけては、ト
ランプ氏の政策期待や石油輸出国機構
（ＯＰＥＣ）の減産合意などを受けた
投資家心理の改善に加え、中国の経済
指標が概ね好感されたことなどを背景
に上昇したものの、12月上旬から12月
下旬にかけては米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）による金利見通し引き上
げなどが嫌気され、下落しました。そ
の後は、金利上昇の一服などを背景に
買い戻しの動きとなりました。

・国・地域別では、アジア・リート市場
において時価総額最大のシンガポール
は同国のオフィス市場に対する過度な
懸念が後退したことなどが買い材料視
されたものの、世界的に長期金利が上
昇する局面で下落しました。香港は
リート市場の中心を占める最大手銘柄
が底堅い業績を発表したものの、高値
警戒感やＦＯＭＣによる金利見通し引
き上げなどを背景に下落しました。

投資環境について （第３期：2016/７/14～2017/１/13）

（注）グラフはＳ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数のうち、上記

２ヵ国・地域の各指数（現地通貨建配当込み）を使用

しています。

（注）Ｓ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数及びそのサブインデッ

クスの所有権及びその他一切の権利は、スタンダード

＆プアーズ フィナンシャル サービシーズ エル エル 

シーが有しています。三菱ＵＦＪ国際投信は、スタン

ダード＆プアーズ フィナンシャル サービシーズ エル 

エル シーとの間で同指数の算出・管理に関する契約を

締結しています。スタンダード＆プアーズ フィナン

シャル サービシーズ エル エル シーは、同指数の算

出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任

を負うものではありません。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は０％を下回る水準
で推移しました。日銀のマイナス金利の適用を受けて、足下ではマイナス0.03％程度で
推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券
（３ヵ月物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推移しました。
期首から2016年８月初旬にかけては、７月末の日銀の金融政策決定会合でマイナス金利
幅の拡大などが見送られたことや９月の日銀の金融政策決定会合で金融政策の総括的な
検証を行うとの決定が追加緩和の限界を連想させたことなどから、マイナス0.23％程度
まで上昇しました。その後、９月の日銀の金融政策決定会合でマイナス金利幅を拡大す
るとの報道などを受けてマイナス0.37％程度まで低下しました。結果としてマイナス金
利幅の拡大が見送りとなった後は上昇しましたが、12月末にかけてはマイナス0.45％程
度まで低下しました。その後、短期国債の入札不調などから上昇傾向となり、足下はマ
イナス0.27％程度で推移しました。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

当該投資信託のポートフォリオについて

＜アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型＞
・期を通じて、円建の外国投資信託であるアジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹ
クラス）受益証券を高位に組み入れ、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投
資も行いました。

・期末においては、アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）を99.0％、マ
ネー・プール　マザーファンドを0.0％組み入れています。

・その結果、基準価額は期首に比べ、下落しました。

＜アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）＞
・主としてシンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の日本を除くアジア諸国・地
域の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）しているリート等に投資
しました。

・国債利回りと比較して、配当利回りに妙味があると判断した銘柄を中心に投資を行いま
した。

・銘柄入替のポイントは以下の通りです。
◎買い増し銘柄
・Mapletree Commercial Trust（シンガポール）：

2016年７月に発表した「Mapletree Business City 1」の取得を通じた外部成長などに
より、当該銘柄の配当成長が高まるとの見方などから、組入比率を引き上げました。

◎新規組入銘柄
・Mapletree Logistics Trust（シンガポール）：

配当利回りなどのバリュエーション面で相対的に投資妙味があると判断し、新たに組
み入れました。

以上の投資判断の結果、基準価額のマイナスに作用しました。パフォーマンスに影響した
主な銘柄は以下の通りです。
（マイナス要因）
・The Link REIT（香港）：

堅調な業績見通しを示したものの、世界的に長期金利が上昇する局面で下落し、基準
価額のマイナスに作用しました。

・CapitaLand Mall Trust（シンガポール）：
国内経済の景気減速を背景に同銘柄が保有する不動産の賃料成長率が低水準となった
ことなどが嫌気され下落した結果、基準価額のマイナスに作用しました。

・保有する原資産通貨＊について、対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減をは
かりました。その結果、為替変動に伴う基準価額への影響は限定的となりました。
＊投資を行うリート等の通貨を「原資産通貨」といいます。以下同じ。

（注）当記載は、アジア・リート・マスター・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

＊比率は、アジア・リート・マスター・ファンド全体の純資産総額対比です。

＊値は表示桁数未満で四捨五入して表示しています。

＊現金等には未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。

（注）当記載は、アジア・リート・マスター・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先取引などへの投資を通じて、安定した収
益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行いましたが、運用資金に対する
マイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比べて下落しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

（ご参考）
国・地域別組入比率
期末（現地2017年１月12日）

国・地域 比率

シンガポール 78.1％

香港 20.7％

現金等 1.1％

業種別組入比率
期末（現地2017年１月12日）

業種名 比率

小売り 42.4％

産業用施設 25.2％

オフィス 12.9％

複合 7.7％

ホテル 4.4％

ヘルスケア 4.1％

住宅 2.2％

現金等 1.1％

CS5_17287181_02_os7三菱UFJ国際_アジアリート戦略O（為替ヘッジあり）年2回_交運_運用経過.indd   7 2017/02/16   18:20:16

― 6 ―

02_660919_コメント_10pt.indd   6 2017/02/20   18:23:12



8

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、分配金
額を決定します。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当
たり）を超えている場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全
額分配を行います。（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）この結
果、次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につき
ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第３期

2016年７月14日～2017年１月13日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 857

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

今後の運用方針

＜アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるアジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹク
ラス）受益証券に投資を行います。また、マネー・プール　マザーファンド受益証券へ
の投資も行います。

＜アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）＞
◎運用環境の見通し
・アジア・リート市場は、世界的な低金利環境を受けた利回り資産を求める動きなどが
リート市場を下支えする要因となっており、シンガポールを中心に、足下の配当利回り
の水準は国債利回りや他のグローバル・リート市場との比較で魅力的な水準にあるとみ
ています。引き続き、中国の景気動向や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げ
などがアジア経済、アジア・リート市場に与える影響に注視する必要があります。ただ
し、中国経済に関しては、足下では多額の政府支出や主要都市の実物不動産市場の活況
などを背景に回復の兆しがみられることから、同国の経済成長が高まるに連れて、シン
ガポールや香港の実物不動産やリートに資金が流入するとみています。

◎今後の運用方針
・引き続き、主としてシンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の日本を除くアジ
ア諸国・地域の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）しているリー
ト等に投資を行います。

・保有する原資産通貨について、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減をはかります。

・ポートフォリオの構築にあたっては、市場価格が個別銘柄の適正価格を正しく反映して
いない結果生じている割安度合いなどを重視する方針です。

・シンガポールについては、トランプ次期米大統領が掲げる政策を受けた世界的な金利上
昇や、同氏が保護主義的な姿勢を示している貿易政策の動向に注視する必要があるとみ
ています。また米国経済のインフレ率や長期金利が上昇するにつれて、米国による利上
げのペースが早まるとみられており、短期的にはリート価格の値動きが大きくなるとみ
ています。一方で、米利上げに関しては、各国の金利水準が過去と比して低水準である
ことやリートの負債依存度が相対的に低いことなどを背景に、業績に対する影響は限定
的であるとみています。また、オフィス市場は物件の供給増が懸念されていたものの、
足下ではテナントからの需要が底堅く、市場参加者の見方に好意的な兆しがみられるこ
となども注目です。

・香港では、郊外に立地し生活必需品が取扱商品の中心である商業施設を主要投資対象と
する銘柄を有望とみています。足下では、ＦＯＭＣによる金利見通し引き上げなどを背
景に下落したものの、こうした調整局面の結果、同銘柄が保有する不動産の資産価値対
比では割安感が高まっているほか、賃料の改定などを通じた業績成長にも注目です。

（注）当記載は、アジア・リート・マスター・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の
物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融緩和政策が
継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引などへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運
用を行います。
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○１万口当たりの費用明細 (2016年７月14日～2017年１月13日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 57  0.580 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (18)  (0.180) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (38)  (0.385) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.015) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 0   0.005  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 57   0.585   

期中の平均基準価額は、9,798円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年７月14日～2017年１月13日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス） 267,251 209,215 8,025 6,320 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

投資信託証券 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月14日～2017年１月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2017年１月13日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％

アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス） 55,231 314,457 237,006 99.0

合 計 55,231 314,457 237,006 99.0
 

（注） 比率はアジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・プール マザーファンド 9 9 9
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年１月13日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 237,006 98.6

マネー・プール マザーファンド 9 0.0

コール・ローン等、その他 3,284 1.4

投資信託財産総額 240,299 100.0
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月13日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 240,299,156  

 コール・ローン等 3,242,207  

 投資信託受益証券(評価額) 237,006,951  

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 9,998  

 未収入金 40,000  

(B) 負債 865,251  

 未払信託報酬 857,716  

 未払利息 2  

 その他未払費用 7,533  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 239,433,905  

 元本 250,929,003  

 次期繰越損益金 △ 11,495,098  

(D) 受益権総口数 250,929,003口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,542円

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 48,971,754円 

期中追加設定元本額 215,805,541円 

期中一部解約元本額 13,848,292円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9542円です。 

○損益の状況 (2016年７月14日～2017年１月13日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 6,105,040  

 受取配当金 6,106,700  

 受取利息 49  

 支払利息 △     1,709  

(B) 有価証券売買損益 △11,593,276  

 売買益 4,504,783  

 売買損 △16,098,059  

(C) 信託報酬等 △   865,249  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 6,353,485  

(E) 前期繰越損益金 △   380,205  

(F) 追加信託差損益金 △ 4,761,408  

 (配当等相当額) (  15,426,830) 

 (売買損益相当額) (△20,188,238) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △11,495,098  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △11,495,098  

 追加信託差損益金 △ 4,761,408  

 (配当等相当額) (  15,426,830) 

 (売買損益相当額) (△20,188,238) 

 分配準備積立金 6,083,144  

 繰越損益金 △12,816,834  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は11,495,098円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2016年７月14日～ 
2017年１月13日 

費用控除後の配当等収益額 5,239,801円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 15,426,830円

分配準備積立金額 843,343円

当ファンドの分配対象収益額 21,509,974円

１万口当たり収益分配対象額 857円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年１月13日現在) 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・プール マザーファンド全体(353,746千口)の内容です。 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 199,999 56.3
 

（注） 比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

国内その他有価証券 



14－　　－

アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型が投資対象とする円建の外国
投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）

運用方針及び投資制限

１．日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）して

いる不動産投資信託（リート）等に投資を行います。

・不動産投資信託（リート）等の組入比率は原則として高位を保ちます。

２．シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不動産投資信託（リート）等に投資を行い

ます（以下、投資先ファンドが投資を行う不動産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資

産通貨」ということがあります。）。アジア・リート・マスター・ファンド（ＪＰＹクラス）

における為替取引は、原則として原資産通貨について原資産通貨売り／円買いの為替取引によ

り対円で為替ヘッジを行います。

３．投資対象国・地域における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更や資産凍結を含

む規制の導入、自然災害、クーデターや重大な政治体制の変更、戦争等の場合をいいます。）

の発生を含む市況動向や資金動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用がで

きない場合があります。

４．１発行体等あたりの純資産総額に対する比率は、原則として、25％以内とします。

投 資 顧 問 会 社
イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド

（Eastspring Investments (Singapore) Limited）

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2013年９月20日

会 計 年 度 末 毎年８月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

「イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド」について

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッドは、1994年10月にシンガポールにおいて設立された運用会社です。グ

ローバルに金融サービスを展開する英国プルーデンシャル社のアジアにおける資産運用事業部門であるイーストスプリング・インベストメ

ンツ・グループに所属しており、グループ内のアジア各国・地域の運用会社と連携して運用を行っています。

― 15 ―
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アジア・リート・マスター・ファンド
損益計算書、純資産変動計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

（2016年８月31日に終了する会計年度）

（米ドルで表示）

投資収益

受取配当金（源泉徴収税控除後）

投資収益合計

費用
運用受託報酬
保管報酬
会計処理および管理手数料
通貨管理代行手数料
専門家報酬
名義書換事務代行手数料
受託者報酬
登録手数料

費用合計

投資純利益

実現および未実現損益：
実現損益：

投資有価証券
外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益
未実現評価損益の純変動：

投資有価証券
外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。

アジア・リート・マスター・ファンド
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２．純資産変動計算書

（2016年８月31日に終了する会計年度）

（米ドルで表示）

運用による純資産の増減額：

投資純損益
実現純損益
未実現評価損益の純変動

運用による純資産の増減額

分配額
ファンドユニットの取引による純資産の増減額
純資産の増減額

純資産

期首

期末

ファンドユニット取引

ユニット数

発行
買戻し
償還

ユニット増減数

金額
発行

買戻し
償還

ファンドユニット取引による増減額

ファンドユニット取引

ユニット数

発行
買戻し
償還

ユニット増減数

金額
発行
買戻し
償還

ファンドユニット取引による増減額

クラス クラス クラス

クラスクラス

アジア・リート・マスター・ファンド
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３．投資明細表

（2016年８月31日現在）

（米ドルで表示）

投資口数 銘柄名 純資産比率 公正価値

アジア・リート・マスター・ファンド
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（2016年８月31日現在）

ＩＤＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

アジア・リート・マスター・ファンド
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（2016年８月31日現在）

ＩＮＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

アジア・リート・マスター・ファンド
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（2016年８月31日現在）

ＪＰＹクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

アジア・リート・マスター・ファンド
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（2016年８月31日現在）

ＭＹＲクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

デリバティブ商品の額

 取引相手  
デリバティブ

 資産の額  
デリバティブ
 負債の額   受取担保金   差入担保金  純額*

通貨略称
 

店頭デリバティブ
為替予約

マスターネッティング契約の 
対象となるデリバティブ合計

アジア・リート・マスター・ファンド
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8－　　－

マネー・プール　マザーファンド
154024

マネー・プール　マザーファンド

《第14期》決算日2016年７月14日

［計算期間：2016年１月15日～2016年７月14日］

「マネー・プール　マザーファンド」は、７月14日に第14期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第14期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
10期(2014年７月14日) 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

14期(2016年７月14日) 10,050 0.0 62.2 － 241

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2016年１月14日 10,049 － 70.3 －

１月末 10,050 0.0 95.3 －

２月末 10,053 0.0 73.3 －

３月末 10,050 0.0 52.3 －

４月末 10,050 0.0 83.1 －

５月末 10,051 0.0 79.8 －

６月末 10,050 0.0 62.7 －

（期　末）
2016年７月14日 10,050 0.0 62.2 －

（注）騰落率は期首比。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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9－　　－

マネー・プール　マザーファンド

2016/１/14 2016/３/11 2016/５/13 2016/７/８

10,046

10,048

10,050

10,052

10,054

10,056
(円)

基準価額

基準価額の推移

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第14期：2016/１/15～2016/７/14）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べて0.01％の上昇となりました。

基準価額の主な変動要因

下落要因 保有債券の評価額の上昇が、基準価額のプラスに寄与しました。

CS5_16235430_07_os7三菱UFJ国際_新興国公社債OマネープールF（年2回）_マネープールMF（運用経過）.indd   9 2016/09/05   15:16:42
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10－　　－

マネー・プール　マザーファンド

投資環境について （第14期：2016/１/15～2016/７/14）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準
で推移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて足元はマイナス0.05％程度で
推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券
（３ヵ月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。2016年１月の日銀の金融政
策決定会合でマイナス金利の導入が決定されると一時的にマイナス0.2％程度まで急低下
したものの、急低下の反動からマイナス0.1％程度まで上昇しました。その後、再び低下
傾向となり、足元ではマイナス0.3％程度で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・基準価額は期首に比べて上昇しました。
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用
を行いました。その結果、日銀のマイナス金利導入による金利低下を受けて保有債券の
評価額が上昇したことなどにより、基準価額は上昇しました。

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が下落したことや為替が円高に推移した結果、物価の
伸びは日銀の目標を大幅に下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続す
ると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目
指した運用を行います。

CS5_16235430_07_os7三菱UFJ国際_新興国公社債OマネープールF（年2回）_マネープールMF（運用経過）.indd   10 2016/09/05   15:16:42
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11－　　－

マネー・プール　マザーファンド

○１万口当たりの費用明細� （2016年１月15日～2016年７月14日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) そ の 他 費 用 0 0.000 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（そ の 他） (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合 計 0 0.000

期中の平均基準価額は、10,050円です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2016年１月15日～2016年７月14日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

国債証券 100,061 220,269
(326,500)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）(　)内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○利害関係人との取引状況等� （2016年１月15日～2016年７月14日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

その他有価証券

買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
コマーシャル・ペーパー 699,999 699,999

（注）金額は受渡代金。
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マネー・プール　マザーファンド

○組入資産の明細� （2016年７月14日現在）

国内公社債

(Ａ)国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 150,000 150,511 62.2 － － － 62.2

合 計 150,000 150,511 62.2 － － － 62.2

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。

(Ｂ)国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円

第282回利付国債（10年） 1.7 150,000 150,511 2016/９/20

合 計 150,000 150,511

○投資信託財産の構成� （2016年７月14日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 150,511 61.8

コール・ローン等、その他 93,070 38.2

投資信託財産総額 243,581 100.0

CS5_16235430_08_os7三菱UFJ国際_新興国公社債OマネープールF（年2回）_マネープールMF（1万口）.indd���12 2016/09/05���15:16:44
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マネー・プール　マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年７月14日現在）

項 目 当 期 末

円

(A)�資産 243,581,074

コール・ローン等 92,259,198

公社債(評価額) 150,511,500

未収利息 810,376

(B)�負債 1,767,210

未払解約金 1,767,071

未払利息 139

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 241,813,864

元本 240,621,739

次期繰越損益金 1,192,125

(D)�受益権総口数 240,621,739口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,050円

＜注記事項＞

①期首元本額　　　　　　　　　847,818,437円

期中追加設定元本額　　　　　640,661,743円

期中一部解約元本額　　　　1,247,858,441円

また、１口当たり純資産額は、期末1.0050円です。

○損益の状況� （2016年１月15日～2016年７月14日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 1,927,574

受取利息 1,936,538

支払利息 △　　8,964

(B)�有価証券売買損益 △1,877,353

売買損 △1,877,353

(C)�保管費用等 △　　　�58

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 50,163

(E)�前期繰越損益金 4,187,341

(F)�追加信託差損益金 3,311,581

(G)�解約差損益金 △6,356,960

(H)�計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,192,125

次期繰越損益金(Ｈ) 1,192,125

（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額）

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,372,283円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,983,878円

マネー・プール・ファンドⅣ 977,506円

マネー・プール・ファンドⅥ 127,451,917円
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14－　　－

マネー・プール　マザーファンド

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,455円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 32,862,095円

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円

リスク・パリティαオープン 995円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円
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マネー・プール　マザーファンド

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 12,684,974円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 2,254,773円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円

米国成長株オープン 996円

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円

合計 240,621,739円

［�お�知�ら�せ�］
信用リスクを適正に管理する方法を新たに定めるため（分散型に分類）、信用リスク集中回避のための投資制限の追加およびこれに伴う投

資制限の記載の変更を行うための、所要の約款変更を行いました。（2016年７月１日）
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